
大気汚染防止法及び水質汚濁防止法の一部を改正する法律

○ 部 企業 おける排出基準超過 デ タ改ざん等 適 事案 発生

改正の背景

資料４

○一部の企業における排出基準超過・データ改ざん等の不適正事案の発生。

○地球温暖化をはじめとする環境問題の多様化、経験豊富な公害防止担当者の大量
退職等により、事業者・地方自治体の公害防止業務が構造的に変化。

○近年、公共用水域における水質事故は増えており、例えば、全国一級河川における
水質事故は、10年間で約３倍に増加。

１ 事業者による記録改ざん等への厳正な対応

排出状況の測定結果の未記録、虚偽の記録等に対し罰則を創設。
【大気汚染防止法 水質汚濁防止法改正】

改正の概要

【大気汚染防止法・水質汚濁防止法改正】

※ 現行では、排出基準違反については罰則があるものの、未記録・虚偽の記録に対
する罰則はない。

２ 排出基準超過に係る地方自治体による対策の推進

継続してばい煙に係る排出基準超過のおそれがある場合に 事業者によ継続してばい煙に係る排出基準超過のおそれがある場合に、事業者によ
る改善対策を地方自治体との連携の下で確実に図るため、地方自治体が改
善命令等を広く発動できるよう見直し。【大気汚染防止法改正】

※ 現行では「人の健康又は生活環境に係る被害を生ずると認められるとき」に限定。

３ 汚水の流出事故による水環境の被害拡大の防止３ 汚水の流出事故による水環境の被害拡大の防止

汚水の流出事故が生じた場合に、事業者に対して応急措置の実施及び地
方自治体への届出を義務付ける「事故時の措置」の範囲（対象となる汚水
の種類＊１及び事業者の範囲＊ ２）を拡大。【水質汚濁防止法改正】

＊１ 汚水の種類として、排水規制の対象となっていない有害な物質を追加。

＊２ 事業者の範囲として、排水規制の対象となっていないが、有害な物質を取り＊２ 事業者の範囲として、排水規制の対象となっていないが、有害な物質を取り
扱う事業者を追加。

４ 事業者による自主的な公害防止の取組の促進

大気汚染・水質汚濁の防止に関する事業者の責務規定を創設。
【大気汚染防止法・水質汚濁防止法改正】

・ ばい煙又は汚水・廃液の排出状況の把握

・ 汚染物質の排出を抑制するために必要な措置の実施

【施行期日】公布の日（平成22年５月10日）から１年以内で政令で定める日から施行。
ただし、４については、公布の日から３月を経過した日から施行。



 



大
気
汚
染
防
止
法
及
び
水
質
汚
濁
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
新
旧
対
照
条
文

○
大
気
汚
染
防
止
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
九
十
七
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

ば
い
煙
の
排
出
の
規
制
等
（
第
三
条
―
第
十
七
条
の

第
二
章

ば
い
煙
の
排
出
の
規
制
等
（
第
三
条
―
第
十
七
条
）

二
）

第
二
章
の
二

揮
発
性
有
機
化
合
物
の
排
出
の
規
制
等
（
第
十

第
二
章
の
二

揮
発
性
有
機
化
合
物
の
排
出
の
規
制
等
（
第
十

七
条
の
三
―
第
十
七
条
の
十
五
）

七
条
の
二
―
第
十
七
条
の
十
四
）

第
二
章
の
三

粉
じ
ん
に
関
す
る
規
制
（
第
十
八
条
―
第
十
八

第
二
章
の
三

粉
じ
ん
に
関
す
る
規
制
（
第
十
八
条
―
第
十
八

条
の
十
九
）

条
の
十
九
）

第
二
章
の
四

有
害
大
気
汚
染
物
質
対
策
の
推
進
（
第
十
八
条

第
二
章
の
四

有
害
大
気
汚
染
物
質
対
策
の
推
進
（
第
十
八
条

の
二
十
―
第
十
八
条
の
二
十
四
）

の
二
十
―
第
十
八
条
の
二
十
四
）

第
三
章

自
動
車
排
出
ガ
ス
に
係
る
許
容
限
度
等
（
第
十
九
条

第
三
章

自
動
車
排
出
ガ
ス
に
係
る
許
容
限
度
等
（
第
十
九
条

―
第
二
十
一
条
の
二
）

―
第
二
十
一
条
の
二
）

第
四
章

大
気
の
汚
染
の
状
況
の
監
視
等
（
第
二
十
二
条
―
第

第
四
章

大
気
の
汚
染
の
状
況
の
監
視
等
（
第
二
十
二
条
―
第

二
十
四
条
）

二
十
四
条
）

第
四
章
の
二

損
害
賠
償
（
第
二
十
五
条
―
第
二
十
五
条
の
六

第
四
章
の
二

損
害
賠
償
（
第
二
十
五
条
―
第
二
十
五
条
の
六

）

）



第
五
章

雑
則
（
第
二
十
六
条
―
第
三
十
二
条
）

第
五
章

雑
則
（
第
二
十
六
条
―
第
三
十
二
条
）

第
六
章

罰
則
（
第
三
十
三
条
―
第
三
十
七
条
）

第
六
章

罰
則
（
第
三
十
三
条
―
第
三
十
七
条
）

附
則

附
則

（
改
善
命
令
等
）

（
改
善
命
令
等
）

第
十
四
条

都
道
府
県
知
事
は
、
ば
い
煙
排
出
者
が
、
そ
の
ば
い

第
十
四
条

都
道
府
県
知
事
は
、
ば
い
煙
排
出
者
が
、
そ
の
ば
い

煙
量
又
は
ば
い
煙
濃
度
が
排
出
口
に
お
い
て
排
出
基
準
に
適
合

煙
量
又
は
ば
い
煙
濃
度
が
排
出
口
に
お
い
て
排
出
基
準
に
適
合

し
な
い
ば
い
煙
を
継
続
し
て
排
出
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め

し
な
い
ば
い
煙
を
継
続
し
て
排
出
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に

る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
当
該
ば
い
煙
発

お
い
て
、
そ
の
継
続
的
な
排
出
に
よ
り
人
の
健
康
又
は
生
活
環

生
施
設
の
構
造
若
し
く
は
使
用
の
方
法
若
し
く
は
当
該
ば
い
煙

境
に
係
る
被
害
を
生
ず
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し

発
生
施
設
に
係
る
ば
い
煙
の
処
理
の
方
法
の
改
善
を
命
じ
、
又

、
期
限
を
定
め
て
当
該
ば
い
煙
発
生
施
設
の
構
造
若
し
く
は
使

は
当
該
ば
い
煙
発
生
施
設
の
使
用
の
一
時
停
止
を
命
ず
る
こ
と

用
の
方
法
若
し
く
は
当
該
ば
い
煙
発
生
施
設
に
係
る
ば
い
煙
の

が
で
き
る
。

処
理
の
方
法
の
改
善
を
命
じ
、
又
は
当
該
ば
い
煙
発
生
施
設
の

使
用
の
一
時
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

都
道
府
県
知
事
は
、
総
量
規
制
基
準
に
適
合
し
な
い
指
定
ば

３

都
道
府
県
知
事
は
、
総
量
規
制
基
準
に
適
合
し
な
い
指
定
ば

い
煙
が
継
続
し
て
排
出
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

い
煙
が
継
続
し
て
排
出
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

は
、
当
該
指
定
ば
い
煙
に
係
る
特
定
工
場
等
の
設
置
者
に
対
し

、
そ
の
継
続
的
な
排
出
に
よ
り
人
の
健
康
又
は
生
活
環
境
に
係

、
期
限
を
定
め
て
、
当
該
特
定
工
場
等
に
お
け
る
指
定
ば
い
煙

る
被
害
を
生
ず
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
指
定
ば
い
煙
に
係

の
処
理
の
方
法
の
改
善
、
使
用
燃
料
の
変
更
そ
の
他
必
要
な
措

る
特
定
工
場
等
の
設
置
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
当
該
特

置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

定
工
場
等
に
お
け
る
指
定
ば
い
煙
の
処
理
の
方
法
の
改
善
、
使
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用
燃
料
の
変
更
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
命
ず

る
こ
と
が
で
き
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
ば
い
煙
量
等
の
測
定
）

（
ば
い
煙
量
等
の
測
定
）

第
十
六
条

ば
い
煙
排
出
者
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

第
十
六
条

ば
い
煙
排
出
者
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
当
該
ば
い
煙
発
生
施
設
に
係
る
ば
い
煙
量
又
は
ば
い
煙

よ
り
、
当
該
ば
い
煙
発
生
施
設
に
係
る
ば
い
煙
量
又
は
ば
い
煙

濃
度
を
測
定
し
、
そ
の
結
果
を
記
録
し
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け

濃
度
を
測
定
し
、
そ
の
結
果
を
記
録
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

れ
ば
な
ら
な
い
。

な
い
。

第
十
七
条

（
略
）

第
十
七
条

（
略
）

（
事
業
者
の
責
務
）

第
十
七
条
の
二

事
業
者
は
、
こ
の
章
に
規
定
す
る
ば
い
煙
の
排

出
の
規
制
等
に
関
す
る
措
置
の
ほ
か
、
そ
の
事
業
活
動
に
伴
う

ば
い
煙
の
大
気
中
へ
の
排
出
の
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

当
該
排
出
を
抑
制
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章
の
二

揮
発
性
有
機
化
合
物
の
排
出
の
規
制
等

第
二
章
の
二

揮
発
性
有
機
化
合
物
の
排
出
の
規
制
等
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第
十
七
条
の
三
～
第
十
七
条
の
六

（
略
）

第
十
七
条
の
二
～
第
十
七
条
の
五

（
略
）

（
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
構
造
等
の
変
更
の
届
出
）

（
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
構
造
等
の
変
更
の
届
出
）

第
十
七
条
の
七

第
十
七
条
の
五
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
規

第
十
七
条
の
六

第
十
七
条
の
四
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
は
、
そ
の
届
出
に
係
る
第
十
七
条
の

定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
は
、
そ
の
届
出
に
係
る
第
十
七
条
の

五
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
を

四
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
を

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
十
七
条
の
五
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届

２

第
十
七
条
の
四
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
計
画
変
更
命
令
等
）

（
計
画
変
更
命
令
等
）

第
十
七
条
の
八

都
道
府
県
知
事
は
、
第
十
七
条
の
五
第
一
項
又

第
十
七
条
の
七

都
道
府
県
知
事
は
、
第
十
七
条
の
四
第
一
項
又

は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て

は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て

、
そ
の
届
出
に
係
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
に
係
る
揮

、
そ
の
届
出
に
係
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
に
係
る
揮

発
性
有
機
化
合
物
濃
度
が
そ
の
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設

発
性
有
機
化
合
物
濃
度
が
そ
の
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設

に
係
る
排
出
基
準
（
第
十
七
条
の
四
の
排
出
基
準
を
い
う
。
以

に
係
る
排
出
基
準
（
第
十
七
条
の
三
の
排
出
基
準
を
い
う
。
以

下
こ
の
章
に
お
い
て
「
排
出
基
準
」
と
い
う
。
）
に
適
合
し
な

下
こ
の
章
に
お
い
て
「
排
出
基
準
」
と
い
う
。
）
に
適
合
し
な

い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
届
出
を
受
理
し
た
日
か
ら
六
十
日

い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
届
出
を
受
理
し
た
日
か
ら
六
十
日

以
内
に
限
り
、
そ
の
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
そ
の
届
出
に
係

以
内
に
限
り
、
そ
の
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
そ
の
届
出
に
係

る
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
構
造
若
し
く
は
使
用
の
方

る
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
構
造
若
し
く
は
使
用
の
方
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法
若
し
く
は
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
処
理
の
方
法
に
関
す
る
計

法
若
し
く
は
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
処
理
の
方
法
に
関
す
る
計

画
の
変
更
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
計
画
の

画
の
変
更
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
計
画
の

廃
止
を
含
む
。
）
又
は
第
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

廃
止
を
含
む
。
）
又
は
第
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
に
係
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
設
置
に
関
す
る

届
出
に
係
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
設
置
に
関
す
る

計
画
の
廃
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

計
画
の
廃
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
実
施
の
制
限
）

（
実
施
の
制
限
）

第
十
七
条
の
九

第
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を

第
十
七
条
の
八

第
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を

し
た
者
又
は
第
十
七
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し

し
た
者
又
は
第
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し

た
者
は
、
そ
の
届
出
が
受
理
さ
れ
た
日
か
ら
六
十
日
を
経
過
し

た
者
は
、
そ
の
届
出
が
受
理
さ
れ
た
日
か
ら
六
十
日
を
経
過
し

た
後
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
届
出
に
係
る
揮
発
性
有

た
後
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
届
出
に
係
る
揮
発
性
有

機
化
合
物
排
出
施
設
を
設
置
し
、
又
は
そ
の
届
出
に
係
る
揮
発

機
化
合
物
排
出
施
設
を
設
置
し
、
又
は
そ
の
届
出
に
係
る
揮
発

性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
構
造
若
し
く
は
使
用
の
方
法
若
し

性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
構
造
若
し
く
は
使
用
の
方
法
若
し

く
は
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
処
理
の
方
法
の
変
更
を
し
て
は
な

く
は
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
処
理
の
方
法
の
変
更
を
し
て
は
な

ら
な
い
。

ら
な
い
。

第
十
七
条
の
十
～
第
十
七
条
の
十
二

（
略
）

第
十
七
条
の
九
～
第
十
七
条
の
十
一

（
略
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
十
七
条
の
十
三

第
十
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
十
七
条
の
九

第
十
七
条
の
十
二

第
十
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
十
七
条
の
八

の
規
定
に
よ
る
実
施
の
制
限
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

の
規
定
に
よ
る
実
施
の
制
限
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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２

第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
の
規
定
は
、
第
十
七
条
の
五
第
一

２

第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
の
規
定
は
、
第
十
七
条
の
四
第
一

項
又
は
第
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者

項
又
は
第
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
十
七
条
の
十
一
の
規
定
に

３

第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
十
七
条
の
十
の
規
定
に
よ

よ
る
命
令
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

る
命
令
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
七
条
の
十
四
・
第
十
七
条
の
十
五

（
略
）

第
十
七
条
の
十
三
・
第
十
七
条
の
十
四

（
略
）

（
適
用
除
外
等
）

（
適
用
除
外
等
）

第
二
十
七
条

（
略
）

第
二
十
七
条

（
略
）

２

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
二
条

２

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
二
条

第
一
項
第
十
六
号
に
規
定
す
る
電
気
工
作
物
、
ガ
ス
事
業
法
（

第
一
項
第
十
六
号
に
規
定
す
る
電
気
工
作
物
、
ガ
ス
事
業
法
（

昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
二
条
第
十
三
項
に
規
定

昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
二
条
第
十
三
項
に
規
定

す
る
ガ
ス
工
作
物
又
は
鉱
山
保
安
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

す
る
ガ
ス
工
作
物
又
は
鉱
山
保
安
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

七
十
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
施
設

七
十
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
施
設

で
あ
る
ば
い
煙
発
生
施
設
、
特
定
施
設
、
揮
発
性
有
機
化
物
排

で
あ
る
ば
い
煙
発
生
施
設
、
特
定
施
設
、
揮
発
性
有
機
化
物
排

出
施
設
、
一
般
粉
じ
ん
発
生
施
設
又
は
特
定
粉
じ
ん
発
生
施
設

出
施
設
、
一
般
粉
じ
ん
発
生
施
設
又
は
特
定
粉
じ
ん
発
生
施
設

（
以
下
「
ば
い
煙
発
生
施
設
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
発
生

（
以
下
「
ば
い
煙
発
生
施
設
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
発
生

し
、
又
は
飛
散
す
る
ば
い
煙
、
特
定
物
質
、
揮
発
性
有
機
化
合

し
、
又
は
飛
散
す
る
ば
い
煙
、
特
定
物
質
、
揮
発
性
有
機
化
合

物
、
一
般
粉
じ
ん
又
は
特
定
粉
じ
ん
（
以
下
「
ば
い
煙
等
」
と

物
、
一
般
粉
じ
ん
又
は
特
定
粉
じ
ん
（
以
下
「
ば
い
煙
等
」
と

い
う
。
）
を
排
出
し
、
又
は
飛
散
さ
せ
る
者
に
つ
い
て
は
、
第

い
う
。
）
を
排
出
し
、
又
は
飛
散
さ
せ
る
者
に
つ
い
て
は
、
第
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六
条
か
ら
第
十
条
ま
で
（
同
条
第
二
項
に
あ
つ
て
は
、
第
十
七

六
条
か
ら
第
十
条
ま
で
（
同
条
第
二
項
に
あ
つ
て
は
、
第
十
七

条
の
十
三
第
一
項
又
は
第
十
八
条
の
十
三
第
一
項
に
お
い
て
準

条
の
十
二
第
一
項
又
は
第
十
八
条
の
十
三
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
（
こ
れ

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
（
こ
れ

ら
の
規
定
を
第
十
七
条
の
十
三
第
二
項
又
は
第
十
八
条
の
十
三

ら
の
規
定
を
第
十
七
条
の
十
二
第
二
項
又
は
第
十
八
条
の
十
三

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
七
条
第

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
七
条
第

二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
七
条
の
五
か
ら
第
十
七
条
の
九
ま
で

二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
七
条
の
四
か
ら
第
十
七
条
の
八
ま
で

、
第
十
八
条
、
第
十
八
条
の
二
並
び
に
第
十
八
条
の
六
か
ら
第

、
第
十
八
条
、
第
十
八
条
の
二
並
び
に
第
十
八
条
の
六
か
ら
第

十
八
条
の
九
ま
で
の
規
定
を
適
用
せ
ず
、
電
気
事
業
法
、
ガ
ス

十
八
条
の
九
ま
で
の
規
定
を
適
用
せ
ず
、
電
気
事
業
法
、
ガ
ス

事
業
法
又
は
鉱
山
保
安
法
の
相
当
規
定
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

事
業
法
又
は
鉱
山
保
安
法
の
相
当
規
定
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

る
。

３

前
項
に
規
定
す
る
法
律
に
基
づ
く
権
限
を
有
す
る
国
の
行
政

３

前
項
に
規
定
す
る
法
律
に
基
づ
く
権
限
を
有
す
る
国
の
行
政

機
関
の
長
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
行
政
機
関
の
長
」

機
関
の
長
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
行
政
機
関
の
長
」

と
い
う
。
）
は
、
第
六
条
、
第
八
条
、
第
十
一
条
若
し
く
は
第

と
い
う
。
）
は
、
第
六
条
、
第
八
条
、
第
十
一
条
若
し
く
は
第

十
二
条
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
十
七
条
の
十
三
第
二
項

十
二
条
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
十
七
条
の
十
二
第
二
項

又
は
第
十
八
条
の
十
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

又
は
第
十
八
条
の
十
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
、
第
十
七
条
の
五
、
第
十
七
条
の
七
、
第
十
八
条
又
は

む
。
）
、
第
十
七
条
の
四
、
第
十
七
条
の
六
、
第
十
八
条
又
は

第
十
八
条
の
六
の
規
定
に
相
当
す
る
電
気
事
業
法
、
ガ
ス
事
業

第
十
八
条
の
六
の
規
定
に
相
当
す
る
電
気
事
業
法
、
ガ
ス
事
業

法
又
は
鉱
山
保
安
法
の
規
定
に
よ
る
前
項
に
規
定
す
る
ば
い
煙

法
又
は
鉱
山
保
安
法
の
規
定
に
よ
る
前
項
に
規
定
す
る
ば
い
煙

発
生
施
設
等
に
係
る
許
可
若
し
く
は
認
可
の
申
請
又
は
届
出
が

発
生
施
設
等
に
係
る
許
可
若
し
く
は
認
可
の
申
請
又
は
届
出
が

あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
許
可
若
し
く
は
認
可
の
申
請
又
は
届
出

あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
許
可
若
し
く
は
認
可
の
申
請
又
は
届
出

に
係
る
事
項
の
う
ち
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
届
出
事
項
に
該
当

に
係
る
事
項
の
う
ち
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
届
出
事
項
に
該
当
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す
る
事
項
を
当
該
ば
い
煙
発
生
施
設
等
の
所
在
地
を
管
轄
す
る

す
る
事
項
を
当
該
ば
い
煙
発
生
施
設
等
の
所
在
地
を
管
轄
す
る

都
道
府
県
知
事
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

都
道
府
県
知
事
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る
ば
い
煙
発
生
施
設

４

都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る
ば
い
煙
発
生
施
設

等
に
お
い
て
発
生
し
、
又
は
飛
散
す
る
ば
い
煙
等
に
起
因
す
る

等
に
お
い
て
発
生
し
、
又
は
飛
散
す
る
ば
い
煙
等
に
起
因
す
る

大
気
の
汚
染
に
よ
り
人
の
健
康
又
は
生
活
環
境
に
係
る
被
害
を

大
気
の
汚
染
に
よ
り
人
の
健
康
又
は
生
活
環
境
に
係
る
被
害
を

生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
行
政
機
関
の
長
に

生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
行
政
機
関
の
長
に

対
し
、
第
九
条
、
第
九
条
の
二
、
第
十
七
条
の
八
又
は
第
十
八

対
し
、
第
九
条
、
第
九
条
の
二
、
第
十
七
条
の
七
又
は
第
十
八

条
の
八
の
規
定
に
相
当
す
る
電
気
事
業
法
、
ガ
ス
事
業
法
又
は

条
の
八
の
規
定
に
相
当
す
る
電
気
事
業
法
、
ガ
ス
事
業
法
又
は

鉱
山
保
安
法
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
執
る
べ
き
こ
と
を
要
請
す

鉱
山
保
安
法
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
執
る
べ
き
こ
と
を
要
請
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

る
こ
と
が
で
き
る
。

５

（
略
）

５

（
略
）

６

都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る
ば
い
煙
発
生
施
設

６

都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る
ば
い
煙
発
生
施
設

等
に
つ
い
て
、
第
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
七

等
に
つ
い
て
、
第
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
七

条
の
十
一
、
第
十
八
条
の
四
又
は
第
十
八
条
の
十
一
の
規
定
に

条
の
十
、
第
十
八
条
の
四
又
は
第
十
八
条
の
十
一
の
規
定
に
よ

よ
る
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
行
政
機

る
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
行
政
機
関

関
の
長
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
長
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
環
境
大
臣
の
指
示
）

（
環
境
大
臣
の
指
示
）

第
二
十
八
条
の
二

環
境
大
臣
は
、
大
気
の
汚
染
に
よ
り
人
の
健

第
二
十
八
条
の
二

環
境
大
臣
は
、
大
気
の
汚
染
に
よ
り
人
の
健

康
に
係
る
被
害
が
生
ず
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要

康
に
係
る
被
害
が
生
ず
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
又
は
第
三
十
一
条

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
又
は
第
三
十
一
条
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第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
市
（
特
別
区
を
含
む
。
）
の
長
に
対

第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
市
（
特
別
区
を
含
む
。
）
の
長
に
対

し
、
次
に
掲
げ
る
事
務
に
関
し
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で

し
、
次
に
掲
げ
る
事
務
に
関
し
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

き
る
。

一

第
九
条
、
第
九
条
の
二
、
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項

一

第
九
条
、
第
九
条
の
二
、
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項

、
第
十
五
条
第
二
項
、
第
十
五
条
の
二
第
二
項
、
第
十
七
条

、
第
十
五
条
第
二
項
、
第
十
五
条
の
二
第
二
項
、
第
十
七
条

第
三
項
、
第
十
七
条
の
八
、
第
十
七
条
の
十
一
、
第
十
八
条

第
三
項
、
第
十
七
条
の
七
、
第
十
七
条
の
十
、
第
十
八
条
の

の
四
、
第
十
八
条
の
八
、
第
十
八
条
の
十
一
、
第
十
八
条
の

四
、
第
十
八
条
の
八
、
第
十
八
条
の
十
一
、
第
十
八
条
の
十

十
六
、
第
十
八
条
の
十
八
並
び
に
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規

六
、
第
十
八
条
の
十
八
並
び
に
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定

定
に
よ
る
命
令
に
関
す
る
事
務

に
よ
る
命
令
に
関
す
る
事
務

二
～
五

（
略
）

二
～
五

（
略
）

六

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
力
を
求
め
、
又
は
意
見
を

六

第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
力
を
求
め
、
又
は

述
べ
る
こ
と
に
関
す
る
事
務

意
見
を
述
べ
る
こ
と
に
関
す
る
事
務

第
三
十
三
条

第
九
条
、
第
九
条
の
二
、
第
十
四
条
第
一
項
若
し

第
三
十
三
条

第
九
条
、
第
九
条
の
二
、
第
十
四
条
第
一
項
若
し

く
は
第
三
項
、
第
十
七
条
の
八
、
第
十
七
条
の
十
一
、
第
十
八

く
は
第
三
項
、
第
十
七
条
の
七
、
第
十
七
条
の
十
、
第
十
八
条

条
の
八
又
は
第
十
八
条
の
十
一
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し

の
八
又
は
第
十
八
条
の
十
一
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た

た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る

る
。

。

第
三
十
四
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
月

第
三
十
四
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
月

以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
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一

第
六
条
第
一
項
、
第
八
条
第
一
項
、
第
十
七
条
の
五
第
一

一

第
六
条
第
一
項
、
第
八
条
第
一
項
、
第
十
七
条
の
四
第
一

項
、
第
十
七
条
の
七
第
一
項
、
第
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し

項
、
第
十
七
条
の
六
第
一
項
、
第
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し

く
は
第
三
項
又
は
第
十
八
条
の
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

く
は
第
三
項
又
は
第
十
八
条
の
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者

届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者

二

（
略
）

二

（
略
）

第
三
十
五
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十

第
三
十
五
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
二
十

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
七
条
第
一
項
、
第
十
七
条
の
六
第
一
項
、
第
十
八
条
第

一

第
七
条
第
一
項
、
第
十
七
条
の
五
第
一
項
、
第
十
八
条
第

一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
八
条
の
二
第
一
項
又
は
第
十

一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
八
条
の
二
第
一
項
又
は
第
十

八
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽

八
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽

の
届
出
を
し
た
者

の
届
出
を
し
た
者

二

第
十
条
第
一
項
、
第
十
七
条
の
九
又
は
第
十
八
条
の
九
の

二

第
十
条
第
一
項
、
第
十
七
条
の
八
又
は
第
十
八
条
の
九
の

規
定
に
違
反
し
た
者

規
定
に
違
反
し
た
者

三

第
十
六
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
記
録
を
せ
ず
、
虚
偽
の

記
録
を
し
、
又
は
記
録
を
保
存
し
な
か
つ
た
者

四

（
略
）

三

（
略
）

第
三
十
七
条

第
十
一
条
若
し
く
は
第
十
二
条
第
三
項
（
こ
れ
ら

第
三
十
七
条

第
十
一
条
若
し
く
は
第
十
二
条
第
三
項
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
第
十
七
条
の
十
三
第
二
項
又
は
第
十
八
条
の
十
三
第

の
規
定
を
第
十
七
条
の
十
二
第
二
項
又
は
第
十
八
条
の
十
三
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
十
八
条
の

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
十
八
条
の
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十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出

十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出

を
し
た
者
は
、
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

を
し
た
者
は
、
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。
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○

水
質
汚
濁
防
止
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
（
抄
）
（
第
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

排
出
水
の
排
出
の
規
制
等
（
第
三
条
―
第
十
四
条
の

第
二
章

排
出
水
の
排
出
の
規
制
等
（
第
三
条
―
第
十
四
条
の

四
）

三
）

第
二
章
の
二

生
活
排
水
対
策
の
推
進
（
第
十
四
条
の
五
―
第

第
二
章
の
二

生
活
排
水
対
策
の
推
進
（
第
十
四
条
の
四
―
第

十
四
条
の
十
一
）

十
四
条
の
十
）

第
三
章

水
質
の
汚
濁
の
状
況
の
監
視
等
（
第
十
五
条
―
第
十

第
三
章

水
質
の
汚
濁
の
状
況
の
監
視
等
（
第
十
五
条
―
第
十

八
条
）

八
条
）

第
四
章

損
害
賠
償
（
第
十
九
条
―
第
二
十
条
の
五
）

第
四
章

損
害
賠
償
（
第
十
九
条
―
第
二
十
条
の
五
）

第
五
章

雑
則
（
第
二
十
一
条
―
第
二
十
九
条
）

第
五
章

雑
則
（
第
二
十
一
条
―
第
二
十
九
条
）

第
六
章

罰
則
（
第
三
十
条
―
第
三
十
五
条
）

第
六
章

罰
則
（
第
三
十
条
―
第
三
十
五
条
）

附
則

附
則

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
施
設
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
施
設
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
の
要
件
を
備
え
る
汚
水
又
は
廃
液
を
排
出
す
る
施
設
で

ず
れ
か
の
要
件
を
備
え
る
汚
水
又
は
廃
液
を
排
出
す
る
施
設
で
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政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

一

カ
ド
ミ
ウ
ム
そ
の
他
の
人
の
健
康
に
係
る
被
害
を
生
ず
る

一

カ
ド
ミ
ウ
ム
そ
の
他
の
人
の
健
康
に
係
る
被
害
を
生
ず
る

お
そ
れ
が
あ
る
物
質
と
し
て
政
令
で
定
め
る
物
質
（
以
下
「

お
そ
れ
が
あ
る
物
質
と
し
て
政
令
で
定
め
る
物
質
を
含
む
こ

有
害
物
質
」
と
い
う
。
）
を
含
む
こ
と
。

と
。

二

（
略
）

二

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

４

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
指
定
施
設
」
と
は
、
有
害
物
質
を
貯

蔵
し
、
若
し
く
は
使
用
し
、
又
は
有
害
物
質
及
び
次
項
に
規
定

す
る
油
以
外
の
物
質
で
あ
つ
て
公
共
用
水
域
に
多
量
に
排
出
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
人
の
健
康
若
し
く
は
生
活
環
境
に
係
る
被
害

を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
物
質
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
（

第
十
四
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
「
指
定
物
質
」
と
い
う
。
）

を
製
造
し
、
貯
蔵
し
、
使
用
し
、
若
し
く
は
処
理
す
る
施
設
を

い
う
。

５

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
貯
油
施
設
等
」
と
は
、
重
油
そ
の
他

４

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
貯
油
施
設
等
」
と
は
、
重
油
そ
の
他

の
政
令
で
定
め
る
油
（
以
下
単
に
「
油
」
と
い
う
。
）
を
貯
蔵

の
政
令
で
定
め
る
油
（
以
下
単
に
「
油
」
と
い
う
。
）
を
貯
蔵

し
、
又
は
油
を
含
む
水
を
処
理
す
る
施
設
で
政
令
で
定
め
る
も

し
、
又
は
油
を
含
む
水
を
処
理
す
る
施
設
（
特
定
施
設
を
除
く

の
を
い
う
。

。
）
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

６
・
７

（
略
）

５
・
６

（
略
）

８

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
地
下
浸
透
水
」
と
は
、
有
害
物

７

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
地
下
浸
透
水
」
と
は
、
第
二
項

質
を
、
そ
の
施
設
に
お
い
て
製
造
し
、
使
用
し
、
又
は
処
理
す

第
一
号
に
規
定
す
る
物
質
（
以
下
「
有
害
物
質
」
と
い
う
。
）
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る
特
定
施
設
（
指
定
地
域
特
定
施
設
を
除
く
。
以
下
「
有
害
物

を
、
そ
の
施
設
に
お
い
て
製
造
し
、
使
用
し
、
又
は
処
理
す
る

質
使
用
特
定
施
設
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
特
定
事
業
場
（

特
定
施
設
（
指
定
地
域
特
定
施
設
を
除
く
。
以
下
「
有
害
物
質

以
下
「
有
害
物
質
使
用
特
定
事
業
場
」
と
い
う
。
）
か
ら
地
下

使
用
特
定
施
設
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
特
定
事
業
場
（
以

に
浸
透
す
る
水
で
有
害
物
質
使
用
特
定
施
設
に
係
る
汚
水
等
（

下
「
有
害
物
質
使
用
特
定
事
業
場
」
と
い
う
。
）
か
ら
地
下
に

こ
れ
を
処
理
し
た
も
の
を
含
む
。
）
を
含
む
も
の
を
い
う
。

浸
透
す
る
水
で
有
害
物
質
使
用
特
定
施
設
に
係
る
汚
水
等
（
こ

れ
を
処
理
し
た
も
の
を
含
む
。
）
を
含
む
も
の
を
い
う
。

９

（
略
）

８

（
略
）

（
排
出
水
の
汚
染
状
態
の
測
定
等
）

（
排
出
水
の
汚
染
状
態
の
測
定
等
）

第
十
四
条

排
出
水
を
排
出
し
、
又
は
特
定
地
下
浸
透
水
を
浸
透

第
十
四
条

排
出
水
を
排
出
し
、
又
は
特
定
地
下
浸
透
水
を
浸
透

さ
せ
る
者
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
排

さ
せ
る
者
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
排

出
水
又
は
特
定
地
下
浸
透
水
の
汚
染
状
態
を
測
定
し
、
そ
の
結

出
水
又
は
特
定
地
下
浸
透
水
の
汚
染
状
態
を
測
定
し
、
そ
の
結

果
を
記
録
し
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

果
を
記
録
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

総
量
規
制
基
準
が
適
用
さ
れ
て
い
る
指
定
地
域
内
事
業
場
か

２

総
量
規
制
基
準
が
適
用
さ
れ
て
い
る
指
定
地
域
内
事
業
場
か

ら
排
出
水
を
排
出
す
る
者
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

ら
排
出
水
を
排
出
す
る
者
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
当
該
排
出
水
の
汚
濁
負
荷
量
を
測
定
し
、
そ
の
結
果
を

よ
り
、
当
該
排
出
水
の
汚
濁
負
荷
量
を
測
定
し
、
そ
の
結
果
を

記
録
し
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

記
録
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
事
故
時
の
措
置
）

（
事
故
時
の
措
置
）

第
十
四
条
の
二

特
定
事
業
場
の
設
置
者
は
、
当
該
特
定
事
業
場

第
十
四
条
の
二

特
定
事
業
場
の
設
置
者
は
、
当
該
特
定
事
業
場
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に
お
い
て
、
特
定
施
設
の
破
損
そ
の
他
の
事
故
が
発
生
し
、
有

に
お
い
て
、
特
定
施
設
の
破
損
そ
の
他
の
事
故
が
発
生
し
、
有

害
物
質
を
含
む
水
若
し
く
は
そ
の
汚
染
状
態
が
第
二
条
第
二
項

害
物
質
又
は
油
を
含
む
水
が
当
該
特
定
事
業
場
か
ら
公
共
用
水

第
二
号
に
規
定
す
る
項
目
に
つ
い
て
排
水
基
準
に
適
合
し
な
い

域
に
排
出
さ
れ
、
又
は
地
下
に
浸
透
し
た
こ
と
に
よ
り
人
の
健

お
そ
れ
が
あ
る
水
が
当
該
特
定
事
業
場
か
ら
公
共
用
水
域
に
排

康
又
は
生
活
環
境
に
係
る
被
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き

出
さ
れ
、
又
は
有
害
物
質
を
含
む
水
が
当
該
特
定
事
業
場
か
ら

は
、
直
ち
に
、
引
き
続
く
有
害
物
質
又
は
油
を
含
む
水
の
排
出

地
下
に
浸
透
し
た
こ
と
に
よ
り
人
の
健
康
又
は
生
活
環
境
に
係

又
は
浸
透
の
防
止
の
た
め
の
応
急
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に

る
被
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
、
引
き
続

、
速
や
か
に
そ
の
事
故
の
状
況
及
び
講
じ
た
措
置
の
概
要
を
都

く
有
害
物
質
を
含
む
水
若
し
く
は
当
該
排
水
基
準
に
適
合
し
な

道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
お
そ
れ
が
あ
る
水
の
排
出
又
は
有
害
物
質
を
含
む
水
の
浸
透

の
防
止
の
た
め
の
応
急
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
速
や
か

に
そ
の
事
故
の
状
況
及
び
講
じ
た
措
置
の
概
要
を
都
道
府
県
知

事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
定
施
設
を
設
置
す
る
工
場
又
は
事
業
場
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
指
定
事
業
場
」
と
い
う
。
）
の
設
置
者
は
、
当
該
指

定
事
業
場
に
お
い
て
、
指
定
施
設
の
破
損
そ
の
他
の
事
故
が
発

生
し
、
有
害
物
質
又
は
指
定
物
質
を
含
む
水
が
当
該
指
定
事
業

場
か
ら
公
共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
、
又
は
地
下
に
浸
透
し
た
こ

と
に
よ
り
人
の
健
康
又
は
生
活
環
境
に
係
る
被
害
を
生
ず
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
、
引
き
続
く
有
害
物
質
又
は
指

定
物
質
を
含
む
水
の
排
出
又
は
浸
透
の
防
止
の
た
め
の
応
急
の

措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
速
や
か
に
そ
の
事
故
の
状
況
及
び
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講
じ
た
措
置
の
概
要
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３

貯
油
施
設
等
を
設
置
す
る
工
場
又
は
事
業
場
（
以
下
こ
の
条

２

特
定
事
業
場
以
外
の
工
場
又
は
事
業
場
で
貯
油
施
設
等
を
設

に
お
い
て
「
貯
油
事
業
場
等
」
と
い
う
。
）
の
設
置
者
は
、
当

置
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
貯
油
事
業
場
等
」
と

該
貯
油
事
業
場
等
に
お
い
て
、
貯
油
施
設
等
の
破
損
そ
の
他
の

い
う
。
）
の
設
置
者
は
、
当
該
貯
油
事
業
場
等
に
お
い
て
、
貯

事
故
が
発
生
し
、
油
を
含
む
水
が
当
該
貯
油
事
業
場
等
か
ら
公

油
施
設
等
の
破
損
そ
の
他
の
事
故
が
発
生
し
、
油
を
含
む
水
が

共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
、
又
は
地
下
に
浸
透
し
た
こ
と
に
よ
り

当
該
貯
油
事
業
場
等
か
ら
公
共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
、
又
は
地

生
活
環
境
に
係
る
被
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
直

下
に
浸
透
し
た
こ
と
に
よ
り
生
活
環
境
に
係
る
被
害
を
生
ず
る

ち
に
、
引
き
続
く
油
を
含
む
水
の
排
出
又
は
浸
透
の
防
止
の
た

お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
、
引
き
続
く
油
を
含
む
水
の

め
の
応
急
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
速
や
か
に
そ
の
事
故

排
出
又
は
浸
透
の
防
止
の
た
め
の
応
急
の
措
置
を
講
ず
る
と
と

の
状
況
及
び
講
じ
た
措
置
の
概
要
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出

も
に
、
速
や
か
に
そ
の
事
故
の
状
況
及
び
講
じ
た
措
置
の
概
要

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、
特
定
事
業
場
の
設
置
者
、
指
定
事
業
場

３

都
道
府
県
知
事
は
、
特
定
事
業
場
の
設
置
者
又
は
貯
油
事
業

の
設
置
者
又
は
貯
油
事
業
場
等
の
設
置
者
が
前
三
項
の
応
急
の

場
等
の
設
置
者
が
前
二
項
の
応
急
の
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
と

措
置
を
講
じ
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
対

認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
定

し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
応
急
の
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と

め
る
応
急
の
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る

を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

。

第
十
四
条
の
三

（
略
）

第
十
四
条
の
三

（
略
）

（
事
業
者
の
責
務
）



- 15 -

第
十
四
条
の
四

事
業
者
は
、
こ
の
章
に
規
定
す
る
排
出
水
の
排

出
の
規
制
等
に
関
す
る
措
置
の
ほ
か
、
そ
の
事
業
活
動
に
伴
う

汚
水
又
は
廃
液
の
公
共
用
水
域
へ
の
排
出
又
は
地
下
へ
の
浸
透

の
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
当
該
汚
水
又
は
廃
液
に
よ
る

公
共
用
水
域
又
は
地
下
水
の
水
質
の
汚
濁
の
防
止
の
た
め
に
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章
の
二

生
活
排
水
対
策
の
推
進

第
二
章
の
二

生
活
排
水
対
策
の
推
進

第
十
四
条
の
五
～
第
十
四
条
の
十
一

（
略
）

第
十
四
条
の
四
～
第
十
四
条
の
十

（
略
）

（
適
用
除
外
等
）

（
適
用
除
外
等
）

第
二
十
三
条

（
略
）

第
二
十
三
条

（
略
）

２

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
に
関
し
て
は
、
同
表
の
中
欄
に

２

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
に
関
し
て
は
、
同
表
の
中
欄
に

掲
げ
る
事
業
場
又
は
施
設
に
つ
い
て
、
同
表
の
下
欄
に
定
め
る

掲
げ
る
事
業
場
又
は
施
設
に
つ
い
て
、
同
表
の
下
欄
に
定
め
る

規
定
は
適
用
せ
ず
、
鉱
山
保
安
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
七

規
定
は
適
用
せ
ず
、
鉱
山
保
安
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
七

十
号
）
、
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）

十
号
）
、
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）

又
は
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭

又
は
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
の
相
当
規
定
の
定
め
る
と

和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
の
相
当
規
定
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

こ
ろ
に
よ
る
。
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一

鉱
山
保
安
法
第
十
三
条
第
一

当
該
鉱
山

第
五
条
か
ら
第

一

鉱
山
保
安
法
第
十
三
条
第
一

当
該
鉱
山

第
五
条
か
ら
第

項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

十
一
条
ま
で
、

項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

十
一
条
ま
で
、

施
設
（
以
下
「
鉱
山
施
設
」
と

第
十
四
条
第
三

施
設
（
以
下
「
鉱
山
施
設
」
と

第
十
四
条
第
三

い
う
。
）
で
あ
る
特
定
施
設
を

項
並
び
に
第
十

い
う
。
）
で
あ
る
特
定
施
設
を

項
並
び
に
第
十

設
置
す
る
同
法
第
二
条
第
二
項

四
条
の
二
第
一

設
置
す
る
同
法
第
二
条
第
二
項

四
条
の
二
第
一

本
文
に
規
定
す
る
鉱
山
か
ら
排

項
及
び
第
四
項

本
文
に
規
定
す
る
鉱
山
か
ら
排

項
及
び
第
三
項

出
水
を
排
出
し
、
又
は
特
定
地

出
水
を
排
出
し
、
又
は
特
定
地

下
浸
透
水
を
浸
透
さ
せ
る
者

下
浸
透
水
を
浸
透
さ
せ
る
者

二

鉱
山
施
設
で
あ
る
指
定
施
設

当
該
鉱
山

第
十
四
条
の
二

を
設
置
す
る
鉱
山
保
安
法
第
二

第
二
項
及
び
第

条
第
二
項
本
文
に
規
定
す
る
鉱

四
項

山
の
設
置
者

三

鉱
山
施
設
で
あ
る
貯
油
施
設

当
該
鉱
山

第
十
四
条
の
二

二

鉱
山
施
設
で
あ
る
貯
油
施
設

当
該
鉱
山

第
十
四
条
の
二

等
を
設
置
す
る
鉱
山
保
安
法
第

第
三
項
及
び
第

等
を
設
置
す
る
鉱
山
保
安
法
第

二
条
第
二
項
本
文
に
規
定
す
る

四
項

二
条
第
二
項
本
文
に
規
定
す
る

鉱
山
の
設
置
者

鉱
山
（
前
号
の
鉱
山
を
除
く
。

）
の
設
置
者

四

電
気
事
業
法
第
二
条
第
一
項

当
該
特
定

第
五
条
か
ら
第

三

電
気
事
業
法
第
二
条
第
一
項

当
該
特
定

第
五
条
か
ら
第
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第
十
六
号
に
規
定
す
る
電
気
工

施
設

十
一
条
ま
で
、

第
十
六
号
に
規
定
す
る
電
気
工

施
設

十
一
条
ま
で
、

作
物
（
以
下
「
電
気
工
作
物
」

第
十
四
条
第
三

作
物
（
以
下
「
電
気
工
作
物
」

第
十
四
条
第
三

と
い
う
。
）
で
あ
る
特
定
施
設

項
並
び
に
第
十

と
い
う
。
）
で
あ
る
特
定
施
設

項
並
び
に
第
十

を
設
置
す
る
工
場
又
は
事
業
場

四
条
の
二
第
一

を
設
置
す
る
工
場
又
は
事
業
場

四
条
の
二
第
一

か
ら
排
出
水
を
排
出
し
、
又
は

項
及
び
第
四
項

か
ら
排
出
水
を
排
出
し
、
又
は

項
及
び
第
三
項

特
定
地
下
浸
透
水
を
浸
透
さ
せ

特
定
地
下
浸
透
水
を
浸
透
さ
せ

る
者

る
者

五

電
気
工
作
物
で
あ
る
指
定
施

当
該
指
定

第
十
四
条
の
二

設
を
設
置
す
る
工
場
又
は
事
業

施
設

第
二
項
及
び
第

場
の
設
置
者

四
項

六

電
気
工
作
物
で
あ
る
貯
油
施

当
該
貯
油

第
十
四
条
の
二

四

電
気
工
作
物
で
あ
る
貯
油
施

当
該
貯
油

第
十
四
条
の
二

設
等
を
設
置
す
る
工
場
又
は
事

施
設
等

第
三
項
及
び
第

設
等
を
設
置
す
る
工
場
又
は
事

施
設
等

業
場
の
設
置
者

四
項

業
場
の
設
置
者

七

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害

当
該
特
定

第
五
条
か
ら
第

五

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害

当
該
特
定

第
五
条
か
ら
第

の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
条

施
設

十
一
条
ま
で
、

の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
条

施
設

十
一
条
ま
で
、

第
十
四
号
に
規
定
す
る
廃
油
処

第
十
四
条
第
三

第
十
四
号
に
規
定
す
る
廃
油
処

第
十
四
条
第
三

理
施
設
（
以
下
「
廃
油
処
理
施

項
並
び
に
第
十

理
施
設
（
以
下
「
廃
油
処
理
施

項
並
び
に
第
十

設
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
特
定

四
条
の
二
第
一

設
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
特
定

四
条
の
二
第
一

施
設
を
設
置
す
る
工
場
又
は
事

項
及
び
第
四
項

施
設
を
設
置
す
る
工
場
又
は
事

項
及
び
第
三
項
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業
場
か
ら
排
出
水
を
排
出
し
、

業
場
か
ら
排
出
水
を
排
出
し
、

又
は
特
定
地
下
浸
透
水
を
浸
透

又
は
特
定
地
下
浸
透
水
を
浸
透

さ
せ
る
者

さ
せ
る
者

八

廃
油
処
理
施
設
で
あ
る
指
定

当
該
指
定

第
十
四
条
の
二

施
設
を
設
置
す
る
工
場
又
は
事

施
設

第
二
項
及
び
第

業
場
の
設
置
者

四
項

九

廃
油
処
理
施
設
で
あ
る
貯
油

当
該
貯
油

第
十
四
条
の
二

六

廃
油
処
理
施
設
で
あ
る
貯
油

当
該
貯
油

第
十
四
条
の
二

施
設
等
を
設
置
す
る
工
場
又
は

施
設
等

第
三
項
及
び
第

施
設
等
を
設
置
す
る
工
場
又
は

施
設
等

事
業
場
の
設
置
者

四
項

事
業
場
の
設
置
者

（
削
除
）

（
削
除
）

（
削
除
）

七

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害

当
該
特
定

第
十
四
条
の
二

の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
条

施
設

第
一
項
及
び
第

第
三
号
に
規
定
す
る
海
洋
施
設

三
項
（
同
条
第

等
（
廃
油
処
理
施
設
を
除
く
。

一
項
の
規
定
に

以
下
単
に
「
海
洋
施
設
等
」
と

つ
い
て
は
、
油

い
う
。
）
で
あ
る
特
定
施
設
を

を
含
む
水
に
関

設
置
す
る
工
場
又
は
事
業
場
か

す
る
部
分
に
限

ら
排
出
水
を
排
出
し
、
又
は
特

る
。
）

定
地
下
浸
透
水
を
浸
透
さ
せ
る

者
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十

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害

当
該
貯
油

第
十
四
条
の
二

八

海
洋
施
設
等
で
あ
る
貯
油
施

当
該
貯
油

第
十
四
条
の
二

の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
条

施
設
等

第
三
項
及
び
第

設
等
を
設
置
す
る
工
場
又
は
事

施
設
等

第
三
号
に
規
定
す
る
海
洋
施
設

四
項

業
場
の
設
置
者

等
（
廃
油
処
理
施
設
を
除
く
。

）
で
あ
る
貯
油
施
設
等
を
設
置

す
る
工
場
又
は
事
業
場
の
設
置

者

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

６

都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
項
の
表
第
一
号
又
は
第
四
号
の
上

６

都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
項
の
表
第
一
号
又
は
第
三
号
の
上

欄
に
掲
げ
る
者
に
対
し
第
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、

欄
に
掲
げ
る
者
に
対
し
第
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、

第
十
三
条
の
二
第
一
項
又
は
第
十
四
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は

第
十
三
条
の
二
第
一
項
又
は
第
十
四
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
、
同
表
第
七
号
の
上
欄
に
掲
げ

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
、
同
表
第
五
号
の
上
欄
に
掲
げ

る
者
に
対
し
第
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
第
十
三

る
者
に
対
し
第
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
第
十
三

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

、
あ
ら
か
じ
め
、
行
政
機
関
の
長
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

、
あ
ら
か
じ
め
、
行
政
機
関
の
長
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

い
。

（
環
境
大
臣
の
指
示
）

（
環
境
大
臣
の
指
示
）

第
二
十
四
条
の
二

環
境
大
臣
は
、
公
共
用
水
域
及
び
地
下
水
の

第
二
十
四
条
の
二

環
境
大
臣
は
、
公
共
用
水
域
及
び
地
下
水
の

水
質
の
汚
濁
に
よ
る
人
の
健
康
に
係
る
被
害
が
生
ず
る
こ
と
を

水
質
の
汚
濁
に
よ
る
人
の
健
康
に
係
る
被
害
が
生
ず
る
こ
と
を
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防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道

防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道

府
県
知
事
又
は
第
二
十
八
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
市
（
特

府
県
知
事
又
は
第
二
十
八
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
市
（
特

別
区
を
含
む
。
）
の
長
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
務
に
関
し
必

別
区
を
含
む
。
）
の
長
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
務
に
関
し
必

要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
八
条
、
第
八
条
の
二
、
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項

一

第
八
条
、
第
八
条
の
二
、
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項

、
第
十
三
条
の
二
第
一
項
、
第
十
四
条
の
二
第
四
項
、
第
十

、
第
十
三
条
の
二
第
一
項
、
第
十
四
条
の
二
第
三
項
、
第
十

四
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
十
八
条
の
規
定
に

四
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
十
八
条
の
規
定
に

よ
る
命
令
に
関
す
る
事
務

よ
る
命
令
に
関
す
る
事
務

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）

（
政
令
で
定
め
る
市
の
長
に
よ
る
事
務
の
処
理
）

（
政
令
で
定
め
る
市
の
長
に
よ
る
事
務
の
処
理
）

第
二
十
八
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
権
限

第
二
十
八
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
権
限

に
属
す
る
事
務
（
第
四
条
の
三
第
一
項
、
第
四
条
の
五
第
一
項

に
属
す
る
事
務
（
第
四
条
の
三
第
一
項
、
第
四
条
の
五
第
一
項

及
び
第
二
項
、
第
十
四
条
の
八
第
一
項
、
第
十
四
条
の
九
第
五

及
び
第
二
項
、
第
十
四
条
の
七
第
一
項
、
第
十
四
条
の
八
第
五

項
並
び
に
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
務
を
除
く
。
）
の

項
並
び
に
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
務
を
除
く
。
）
の

一
部
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
政
令
で
定
め
る
市

一
部
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
政
令
で
定
め
る
市

（
特
別
区
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
長
が
行
う
こ

（
特
別
区
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
長
が
行
う
こ

と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

第
三
十
一
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
六
月

第
三
十
一
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
六
月
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以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
十
四
条
の
二
第
四
項
又
は
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
命

二

第
十
四
条
の
二
第
三
項
又
は
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
命

令
に
違
反
し
た
者

令
に
違
反
し
た
者

２

（
略
）

２

（
略
）

第
三
十
三
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十

第
三
十
三
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
二
十

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

第
十
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
記

三

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
を
せ
ず
、
又
は
虚

録
を
せ
ず
、
虚
偽
の
記
録
を
し
、
又
は
記
録
を
保
存
し
な
か

偽
の
記
録
を
し
た
者

つ
た
者

四

（
略
）

四

（
略
）



 



大
気
汚
染
防
止
法
及
び
水
質
汚
濁
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
七
日

参

議

院

環

境

委

員

会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一
、
測
定
記
録
の
改
ざ
ん
等
を
防
止
し
、
排
出
基
準
の
遵
守
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
方
公
共
団
体
職
員
に
よ
る
効
果
的

な
立
入
検
査
の
実
施
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
に
対
す
る
適
切
な
検
査
や
指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
地
方
公
共
団

体
職
員
へ
の
充
実
し
た
研
修
の
実
施
等
、
体
制
整
備
の
支
援
に
努
め
る
こ
と
。

二
、
公
害
防
止
の
自
主
的
取
組
が
事
業
者
の
責
務
と
し
て
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
公
害
防
止
管
理
者
制
度
の
充
実
・
活
用

や
事
業
者
へ
の
普
及
啓
発
等
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
者
に
よ
る
測
定
デ
ー
タ
の
公
表
・
開
示
の
推
進
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、

小
規
模
事
業
場
等
も
含
め
、
事
業
者
の
自
主
的
取
組
を
促
進
す
る
た
め
、
税
制
の
優
遇
措
置
の
拡
充
等
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
与
え
る
仕
組
み
の
導
入
や
必
要
な
支
援
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

三
、
水
質
汚
濁
防
止
法
の
指
定
物
質
に
つ
い
て
は
、
人
の
健
康
や
生
活
環
境
に
係
る
被
害
の
未
然
防
止
の
観
点
か
ら
、
幅
広
く

指
定
す
る
と
と
も
に
、
科
学
的
知
見
を
踏
ま
え
、
適
宜
、
必
要
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
近
年
、
水
質
事
故
件
数
が

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
に
よ
る
事
故
の
原
因
究
明
や
再
発
防
止
に
つ
い
て
、
適
切
な
指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う

努
め
る
と
と
も
に
、
事
故
そ
の
も
の
の
減
少
を
図
る
た
め
、
効
果
的
な
未
然
防
止
対
策
の
在
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
。

四
、
大
気
汚
染
防
止
法
に
お
け
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
や
特
定
粉
じ
ん
の
濃
度
の
測
定
記
録
義
務
違
反
に
対
す
る
罰
則
に
つ
い

て
も
、
今
後
の
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
対
策
の
進
ち
ょ
く
状
況
等
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
に
お
け
る
測
定
結
果
の
改
ざ
ん
等
に
つ
い
て
も
、
罰
則
の
必
要
性
を
検
討
す
る
こ
と
。

五
、
環
境
問
題
が
多
様
化
す
る
中
で
、
公
害
問
題
に
対
す
る
危
機
意
識
を
希
薄
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
越
境
大
気
汚
染
対
策
や

地
下
水
汚
染
対
策
等
、
大
気
環
境
や
水
環
境
に
お
け
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、
今
後
も
着
実
に
対
応
を
進
め
る
こ
と
。
ま
た
、

水
行
政
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
。



六
、
蜂
群
崩
壊
症
候
群
と
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
農
薬
に
つ
い
て
は
、
残
留
農
薬
対
策
の
み
で
な
く
、
水
質
汚
濁
等
に

よ
る
人
の
健
康
や
動
植
物
へ
の
影
響
を
防
止
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
人
へ
の
健
康
影
響
や
生
態
系
へ
の
影
響
な
ど
に
関

す
る
調
査
研
究
を
進
め
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
適
切
な
対
策
を
行
う
こ
と
。

七
、
環
境
基
準
は
、
常
に
適
切
な
科
学
的
判
断
が
加
え
ら
れ
、
必
要
な
改
定
が
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
排
出
基
準
と
と

も
に
、
子
ど
も
へ
の
健
康
影
響
等
も
十
分
に
考
慮
し
、
対
象
の
追
加
や
数
値
の
見
直
し
を
適
切
に
行
う
こ
と
。
ま
た
、
有
害

大
気
汚
染
物
質
や
要
監
視
項
目
等
に
つ
い
て
も
、
対
象
の
追
加
や
更
な
る
環
境
基
準
の
設
定
等
の
積
極
的
取
組
を
推
進
す
る

こ
と
。
さ
ら
に
、
個
別
の
環
境
媒
体
ご
と
の
規
制
の
み
で
な
く
、
環
境
総
体
と
し
て
の
統
合
的
な
環
境
管
理
の
在
り
方
を
検

討
す
る
こ
と
。

八
、
本
年
が
国
連
の
国
際
生
物
多
様
性
年
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
我
が
国
が
生
物
多
様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

）
の
議
長
国
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
生
物
多
様
性
の
確
保
の
た
め
に
生
態
系
保
全
に
係
る
環
境
基
準
の
策
定
に
向
け

10て
関
係
法
制
等
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
適
切
な
対
策
を
行
う
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


